
 

 

 

  

        

校長 松本 浩路                                                      

時が経つのは早いもので、桜の花に囲まれた４月から３ヶ月が過ぎます。この間、 

生徒たちが様々な場面で活躍する姿が見られ、感銘を受けた次第です。 

先日の部活動壮行会では、次のようなメッセージを生徒へ送りました。 

３年生へは「これまでを振り返ってみると、決して笑える経験ばかりではなかった 

はず。今回の大会で負けたら最後となる３年生！想いの全てをぶつけてほしい。また、 

後がない勝負に望むことへ自分の『生きざま』や『勇気』を堂々と示してほしい。」と。 

１・２年生へは「先輩達から必ず何かを学び、感じてほしい。」と話しました。 

勝負事はどんなに頑張っても勝ち負けを伴います。しかし、負けたからといって、これまでの努力が 

  全て帳消しにはなりません。むしろ全力で頑張っていた自負があれば負けて悔しい涙はでますが、自分 

  を大きく成長させる機会だと思っています。 

実際私がそうでした。私の夏の総体は最悪でした。県大会常連だったチームがまさかの郡ベスト８で 

 終わるという苦い思い出。さらに追い打ちをかけて、私は椎間板ヘルニアの疑いにより、１回戦、２回戦 

 とベンチに温存となり、ベスト４をかけた試合から出場することになりました。私にとっては初戦という 

こともあり、全くリズムに乗れず、まさかの大敗！今でも相手方の喜ぶ映像が目に浮かんできます。私は 

ショックでその後夏休み期間、気持ちを切り替えることもできず、高校受験に大きく影響したことを覚え 

ています。私の人生は大きく歯車が狂い始めたようにも感じました。きっとその様子を見ていた両親も、 

私に何をどう言葉をかけてよいかと戸惑っていたと思います。今思うと申し訳ない限りです。 

 しかし、このことが後に教師になろうと考えたきっかけとなりました。あのとき、勝ち上がっていた 

ら、教師を目指すこともなく、中台中学校へ校長として赴任することもなかったかと思います。人生は何 

が起こるかわかりません。ただ一つ言えることは「その瞬間を全力で取り組むこと」が自分を成長させる 

ことに繋がります。 

少し話は変わります。学校行事は日常の学習活動とは異なり、個々の生徒が成長する姿を感じること 

ができる場面です。生徒一人ひとりの個性が輝き、物事に真剣にチャレンジするからこそ、挑戦した経験 

値を生徒は手に入れます。たとえ失敗をした経験値であってもベストを尽くしたことに意味があります。 

再び同じ結果にならないように、じっくり考えることで学びます。精一杯取り組んだこと、チャレンジし 

たことなど、学校という集団生活の中で身につけたことを未来に生かせるはずです。本校の生徒たちが、 

今後も自分の新たな可能性を信じ、躍進することを期待しています。経験値を未来へ繋げましよう。 

＜保護者の皆様へ＞日頃より学校教育活動にご協力をいただき、この場をお借りして改めて感謝申し上げます。 

学校閉庁日 ＜12日(火)～15日(金)＞ の緊急連絡先について 

・事件や事故に遭ったら、最寄りの交番または成田警察署（２７－０１１０）へご連絡ください。 

・学校への連絡は、マチコミメールの「お休み連絡」機能をご利用ください。  

 

欅 成田市立中台中学校 学校だより 

令和７年６月３０日（月） Vol.０５ 

「よく学び、よく働き、よくあいさつする生徒」 

「互いを理解し、仲間も自分も大切にする生徒」 

「豊かな感性と、しなやかな心をもつ生徒」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心をもち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 

～けやき～ 

  

悔しい思いは 自分を成長させる！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 行事一覧
日

曜
日

日
曜
日

16 水
終業式

14 月
一斉下校

15 火
給食最終日　大掃除・ワックスがけ

12 土

13 日

10 木

11 金
授業参観　1学期末保護者会

8 火
学級優先日（夏休みのしおり）

9 水

6 日

7 月
授業評価アンケート

4 金
3年三者面談⑤　定期テスト結果配付

5 土

19 土

校内行事

1 火
3年三者面談②　生徒評議会

2 水
3年三者面談③　家庭教育学級高校訪問

3 木
3年三者面談④

校内行事

17 木
夏季休業～8月31日

18 金

25 金

20 日

21 月
海の日

22 火

23 水

24 木

31 木

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

情報モラル教室 

6月 12日（木）、全校生徒を対象にした「情報モラル教室」を実施しました。今回は、

ＮＰＯ法人企業教育研究会 授業開発研究員の古谷成司様を講師にお招きし、デジタ

ルシチズンシップ教育「自分を幸せにする使い方・仲間を幸せにする使い方・社会のた

めになる使い方を学ぶ」という観点で学習しました。これまでは、「インターネットはこんなに

危険！」と語られることが多く、「ではどうすれば良いのか」という話まで行き着くことがなか

なか無かったのですが、具体的な正しい活用事例が提示され、またその根拠となる考え

方を学ぶことにより、自分で考えて行動することができるようになることが 

期待されます。早いもので、まもなく夏休みを迎えますが、普段以上に 

インターネットに触れる機会が増えますので、今回の情報モラル教室で 

学んだことを、ご家庭でも話題にしていただけたらと思います。 


